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Ⅰ はじめに 

今回の改訂では，数学科において育成を目指す資質・能力を，「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力

等」，「学びに向かう力，人間性等」の三つの柱に沿って明確化し，各学校段階を通じて，実社会との関わり

を意識した数学的活動の充実等を図っている。 

それらの資質・能力を育成していくためには，学習過程の果たす役割が極めて重要である。数学科におい

ては，「事象を数理的に捉え，数学の問題を見いだし，問題を自立的，協働的に解決し，解決過程を振り返っ

て概念を形成したり体系化したりする過程」といった，数学的に問題発見・解決する過程を学習過程に反映

させることが重要である。 

また，数学の学習過程において，数学的活動は不可欠である。数学的活動とは「事象を数理的に捉え，数

学の問題を見いだし，問題を自立的，協働的に解決する過程を遂行すること」であり，「生徒が目的意識を持

って主体的に取り組む数学に関わりのある様々な営み」であるとする従来の意味をより明確にしたものであ

る。今回の改訂では，数学的に考える資質・能力を育成する上で，数学的な見方・考え方を働かせた数学的

活動を通して学習を展開することを重視することとした。つまり，数学の学習過程において，より一層数学

的活動を重視する必要があると考えられる。 

 

Ⅱ 本年度の研究 

これまで，本校数学科では，平成 25 年度から平成 27 年度まで「今，求められる 21 世紀の学力の育成を目

指して」という学校研究主題のもとで，数学的活動を充実させるための方策として，「ペア思考」によるアク

ティブ・ラーニング型の授業の実践や，授業のどの場面に生徒の自立する場面を位置づけるか等，様々な試

みを検討した。しかし，単位時間の授業における課題解決による生徒の主体的な問題発見・解決は難しく，

単元を通して意図的・計画的に実施することが課題であった。 

以上のことを踏まえ，本校数学科の教科研究主題を「数学的活動への取組を促し，新たな疑問や問いを導

き出すための単元構成の工夫・改善」として設定した。問題発見・解決の過程において，授業冒頭に発生し

た疑問や問いの解決にだけではなく，問題解決の過程や結果において生じた生徒の新たな疑問や問いを，次

の学習へつなげることのできる単位時間の構築及び単元構成に焦点を当てる。これにより，新たな疑問や問

いを解決させることを通して，生徒による主体的な問題発見・解決の過程が遂行できる単元構成の工夫・改

善を図っていく。 

 

Ⅲ 実践研究 

１．単元（授業）設計の意図及び計画（Plan） 

   本校数学科における「新たな疑問や問い」を導く工夫として次の４点を考えた。 

  (1) 学習課題の設定の工夫 

新たな疑問や問いを導くためには，数学的な見方・考え方を働かせ，学習課題に取り組む



必要がある。数学的な見方・考え方とは，事象を論理的，統合的，発展的に考えることであ

る。つまり，学習課題事象を既習の事柄との関連付けたり，適用範囲を広げたり，条件を変

えたりと必然的に数学的な活動が行われるような問題づくりに重点を置いた。また提示の仕

方を工夫することによって，より条件を意識させたり，既習の事柄と関連させやすい環境づ

くりを心掛けた。 

 

(2) 授業展開の工夫 

            数学科の授業において，毎回の授業で学習課題が与えられ，それを生徒たちが考え，解決

し，まとめるという一連の流れとなっている。問題の提示が教師によって行われるため，与

えられた学習課題をどのように解くか，というところだけに重点が置かれている。新たな疑

問や問いの発生には，与えられた学習課題をどのように解くかという視点に加えて，生徒自

身がどのように問いを見いだすかという視点が必要となる。つまり，授業のまとめの場面に

おいて，わかったことだけではなく，未解決のことを整理したり，さらなる問題を見いだす

ような授業展開を行う。 

 

  (3) 全体共有の場面の工夫（ＩＣＴの活用） 

     数学科の授業では，個人思考から集団解決，全体共有という流れが一般的である。新たな

課題や問いを導くためには，集団解決から全体共有を図る場面において，たくさんの考えや

意見を，より素早く共有したい。とくに新たな疑問や問いを導くためには，振り返りの時間

を多く確保する必要があるので，短時間での共有は不可欠である。そこで google のスプレッ

ドシートでのリアルタイム共有を考えた。１つのスプレッドシートの画面にグループの意見

や考えを記入し，リアルタイムで共有させる。リアルタイムで他のグループの意見を共有で

きることで，自分たちの意見を他のグループの意見と比べることができ，さらに深い考えと

つながることが可能となると考えた。つまり全体共有の時間をすこしでも省き，その後の振

り返りの場面に時間をかけられるようにした。 

 

  (4) 単元計画の工夫（ＩＣＴの活用） 

     単位時間で発生した新たな疑問や問いは，その単位時間，または次回の授業のみで終了す

るのではなく，１つの単元全体で常に授業の中で考える材料になる必要がある。そこで，上

記のスプレッドシートにおいては，単元全体を１つスプレッドシートとして保存し，いつで

も振り返りを行うことができるようにした。また，単元の導入問題を単元全体を通して，つ

ながりが持てる問題に設定した。 

 

 

 

 

 

 



２．単元（授業）の実際(Do) 

中学校２年生 第３章 １次関数の導入  

※下線部が新たな疑問や問いを導き出す工夫の箇所 

(1) 学習課題の設定の工夫 

「電気ポットとガスコンロでは，早く沸くのはどちらでしょ

うか」という日常生活の事象を問題とした。やかんの水が沸騰

する様子は，実際に撮影を行い（図１），より日常生活との関連

を深めるような工夫をした。また提示をした際に，問題から実

験する場合の注意点を確認し，条件を必然的に変えやすい状況

をつくりだした。 

   

図１ 映像から予想している場面 

グループで話し合い、スプレッドシートに記入する

今回の学習を通して気づいたことや疑問をまとめさせる

グループで発表し、共有する。

新たな課題を１つ設定し、グループで考えよう。

まとめ

ワークシートに記入させると同時にスプレッドシートにも記入させる

新たな疑問や問い

スプレッドシートで共有させる。

・条件を変えてみる　・別の解決方法を考える

やかんの水が沸騰する時間を予測してみよう。

個人→グループ

☆実験データを考察し、必要な情報を読み取る

スプレッドシートに記入させる

各グループ活動（４人１グループ９班）※ＰＣを４人に１台ずつ

式や表などは、ワークシートに記入させる。グルー
プの考えはスプレッドシートにも記入し、作成させ
る。

☆式や表、グラフなどを活用して求める

各グループの考え方を発表する

課題の提示

（事前にＰＣに実験の映像をいれておく）

実験映像を見せる　※映像は５分のみ

比例との違いについても考える

・適用範囲を広げる　　・既習事項との違い比例でも反比例でもないことにきづく

問題の提示

この時間の展開
学習者 授業者

実験映像を１0秒だけ見て、沸騰する時間を予想する（個人）

電気ポットとガスコンロでは、早く沸くのはどちら
でしょうか。

実験をするとき、どんなことに注意するか考えさせる

・はじめの水の温度・入れる水の量・温める強さ　など

問題を確認する

問題から実験をするときの注意点を話し合う

電気ポットについては、沸騰までの時間約１６分である

（２０℃の水を２Ｌ入れたとき）

実験のときの注意点を確認する



(2) 授業展開の工夫 

  授業のまとめの場面において，気づいたことをまとめさせる他に疑問や問いをまとめさせる作業

を行った。１年生の既習事項である比例関係を用いることによって，学習課題である沸騰時間の予

測にいたることはできたが，「これが本当に比例関係にあるのか」や「公式をつくることができな

いのか」など，学習課題の解決で終わるのでなく，さらに今後につながる疑問や問いを多く生むこ

とができた。 

 

(3) 全体共有の場面の工夫（ＩＣＴの活用） 

   今回の実践では，やかんの水が沸騰する時間を予測するのに，スプレッドシートを用いて，各グ

ループの考えを記入させた（図２）。今回の実践においては，用いた方法（式，表，グラフ），予測

時間，そして予測理由を記入させ，リアルタイムに表れる方法や時間などを見ながら，自分たちの

グループの考えをさらに深めていく活動を行った。グループによって他のグループの意見を参考に

し，式とグラフを融合した考えが出たりするなど，数学的な見方・考え方を働かせた活動が多く見

られた。 

図２ スプレッドシートでの共有場面 

 

(4) 単元計画の工夫（ＩＣＴの活用） 

  今回の実践では新たな課題を考える活動場面においても，スプレッドシートを用いて共有を図っ

た。 

 他の授業実践においても，スプレッドシートを用いずに疑問や問いを考える場面を設定したが，多く

の意見が重複したものが多く，質の高い（今後の単元につながる）疑問や問いが生まれずらかった。

そこで今回の実践のようにスプレッドシートを用いることによって，リアルタイムで周りのグループ

の疑問や問いを参考にしながら考えること（図３）ができ，他のグループと同じだと気付き，他の考

えに変えたり，より詳細な内容に変更したりと，話し合い活動の場の中で自分たちの意見を変容さ

せ，単位時間の疑問にとどまることがなく，単元全体へとつながる疑問や問いを生み出すことができ



た。また，クラス単位での共有だけでなく，他のクラ

スのスプレッドシートを見ることによって，より深い

学びへとつなげることができた（図４） 

  さらに，１次関数の単元全体で１枚のスプレッドシ

ートを用いての活動を行うため，振り返りがしやす

く，単元全体を通して疑問や問いを解決に導くような

授業展開を行うことができる。 

                                            

 

図３ 他のグループとリアルタイム交流場面 

 

 

 

 

 

 

図４ スプレッドシートによる新たな疑問や問いの共有場面 

 

 

他のクラスの共有も図ることができる（これは２年Ａ組のスプレッドシート） 

１次関数の単元全体を１枚のスプレッドシートに表示する 



３．生徒の達成状況および参観者の質問・意見等を踏まえた評価（Check） 

  本年度の研究を通して次のような成果が得られた。  

全体を通しての成果と課題 

＜成果＞ 

 〇まとめにおいて疑問や問いを考える場面を毎回設定することで，常に課題に対して疑問や問いをもつよ

うになった。 

〇スプレッドシートを活用し，疑問や問いを生徒同士で共有させることで，多様な疑問や問いを生み

出しやすい学習環境を設定することができた。また質の高い疑問や問いが生まれるようになった。 

〇単元を通して１枚のスプレッドシートを使用することで，単元の系統性を考えたり，既習内容を振

り返りながら新たな疑問や問いを生み出そうとする姿が見られるようになった。 

＜課題＞ 

●問題解決の過程のどの場面でどのような疑問や問いが発生しやすいのか，更に研究を推進し，整理・分

析していく必要がある。 

●疑問や問いを生み出す過程が，より，生徒による主体的な活動となるよう手立てを工夫していかなけれ

ばならない。 

●ICT 機器を活用して実践を試みたが，文字入力に時間がかかり，グループや全体交流の時間を効果的に

保障することができなかった。また，数学的な表現（図，表，式，グラフを用いる場面）の入力には限

界があるため，生徒が操作可能な範囲を模索し，生徒同士の思考の共有について工夫・改善していく必

要がある。 

 

４．次年度同単元（授業）及び今後の単元（授業）設計の改善の方向（Act） 

  今年度各単元において，スプレッドシートを作成し，単元を通しての疑問や問いを蓄積する方法を

実践した。リアルタイムに意見を交流し，より質の高い疑問や問いを生み出すことはできたが，時間

がかかることや主体的な活動につながっていないなどの課題が見つかった。今後においては，疑問や

活かし方や，毎回の授業においての疑問や問いの蓄積の仕方を工夫する必要がある。 
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